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こんにちは、3月より女性部を担当させていただくフジモトです。不慣れなため、ご迷惑をおかけすることもあるか
と思いますが、一生懸命頑張りますので、よろしくお願いいたします。
さて、毎年恒例のめだか大学も27回を数え、今年も3月8日（火）より2日間の日程で女性部員の皆さんと組合長、
総勢40名のお供をさせていただきました。朝4時半に眠い目をこすりながら本所を出発して参加者の皆さんの最寄
りのバス停を回り、新岡山港を目指します。途中のPAでの休憩も「フェリーの時間に間に合わなかったらどうしよ
う…。」と時間ばかりが気になり、少し早い午前のおやつも喉を
通らなかった、見かけによらず小心者の私でした。
新岡山港から小豆島までは約1時間10分の船旅です。船内で
参加者の皆さんは、軽いおやつを手にお友達と歓談したり、フリ
ースペースでゆっくりと横になられたり、各自で思い思いの時間
を過ごされていたようでした。
小豆島の土庄港（とのしょうこう）に到着すると、さすが「オリ
ーブの島」、車窓から無数のオリーブの木を眺めながらの移動で
す。そして到着したのが最初の観光地である「オリーブ公園」。
広い園内を回るには少し時間が足りませんでしたが、担当者の
方のお話を聞いた後、本日1回目のお買い物タイムのスタートです。皆さん、圧倒されるほどの真剣な眼差しで品定
め！バスに戻られた時には大きな袋を抱えられ、早くもバスのトランクへ直行です。一方、私は大好きな観光地のソ
フトクリーム（もちろん今回はオリーブのソフトクリームです。）を堪能して昼食会場のベイリゾートホテル小豆島へ
向かいました。
朝が早かったせいもあり、おやつでは満たされない満腹感を求め、いよいよ待ちに待った昼食です。目の前に並ん
だ海の幸のひつまぶし風と名物のそうめんを「あっ。」という間に平らげ、さあ本日2回目のお買い物タイム突入で
す。売店はぎゅうぎゅうで、体型上、人混みをすり抜けるのが苦手な私は流されるまま、なかなか商品にたどり着く

ことができませんでした。レジにも長い列ができ、ここでもたくさんのお土
産がバスに積み込まれていきました。
次に向かうは映画化された壺井栄の「二十四の瞳」が撮影された「二十四
の瞳映画村」です。参加者の皆さんは飛び切りの笑顔で思い出の団体写真
に納まっていました。ここには明治に建築された校舎が今も佇み、付近の集
落とともに昔日の面影を残していました。懐かしさが漂う風景の中でゆっく
りとした時間を過ごし、ガイドさんの歌声と共に映画村を後にしました。
続いて立ち寄ったのは「オリーブ園」です。さすが「オリーブの島」。これ
でもかというくらいオリーブです。園内に咲いていた黄色くポンポン状の愛
らしい花の名前を知りたくてガイドさんに聞いても分からず、オリーブ園の

方に聞いてやっと「ミモザ」と分かりました。珍しい出会いに皆さんも暫し見入っておられました。
さて、まだまだオリーブは続きます。風にそよぐオリーブの木を横目に眺めながら移動し、いよいよ小豆島とお別
れです。
四国高松港に向かうフェリーに乗り込み、宿泊先の「ことひら温泉琴参閣」へ向かいます。朝早い時間の出発で
皆さんもさすがにお疲れの様子が見えますが、旅行の楽しみはまだまだ続きます。がんばっていきましょう！

ことひら温泉の心地よいお湯で汗を流し、さあ、過去のめだか
大学でもお楽しみ度では常に上位にランクされる宴会の始まり
です。料理長自慢の料理は見た目にも美しく、皆さん目と舌で堪
能されていました。恒例のカラオケが始まると、視線は舞台上と
料理の往復です。美しい（？）歌声に箸を置いては振り返り、拍手
をしたりと大忙し。日頃聞けない正鬼組合長の歌声も、このシチ
ュエーションなら絶品です。添乗員新米のフジモトは非常に良い
経験をさせていただきました。ありがとうございました。

in福山
ジ ト す 慣れなたジ 慣慣

in福山

← 3ページへ
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第４回女性部学習講座第４回女性部学習講座
　平成27年12月18日㈮、第 4回目の学習講座を
開催いたしました。今年度最後の学習講座の作
品はキルトで作る「鍋座布団」です。作り方も
使い方もとっても簡単で、鍋の保温も出来るた
め、上手に使えばガス代や電気代の節約にもな
る、エコな作品が出来あがりました。

女性部料理研究グループ女性部料理研究グループ

香川県琴平町の夜を満喫し、ぐっすり眠った翌日、二日目の観光は屋島寺からスタートです。あいにくの雨ではあ
りましたが、歩いて見学・参拝しました。お土産店もありましたが、深い霧と強風に見まわれ、お土産ハンターの皆
さんもさすがにバスへの帰り道を急いでおられました。
足早に観光を済ませ、少し早目の昼食のため「瀬戸大橋温泉　やま幸」へ。目の前に並んだ料理を見た時、主婦フ
ジモトは昼食にはもったいないくらいの豪華さに感動してしまいました。更に憧れの上げ膳据え膳にも感謝と感動
を覚えながら、日常とかけ離れた豪華昼食をいただきました。

さあ、そして泉ピン子学長に会うため「ふくやま芸術文化ホール　リーデンローズ」へ。
バスのガイドさんもおっしゃっていましたが、ここからは女性部の皆さんは、「めだか大学」のピチピチの女子学
生です。今回は後列での受講となりましたが、学長・泉ピン子さんの講義は、女優・泉ピン子さんとは思えないくら
い、おもしろおかしく、また楽しい講義となり、「きみまろ」さん顔負けの笑いが会場を包みました。私もいつの間
にか講義に引き込まれ、ピン子学長のおっしゃった「女性部は太陽」という言葉のとおり、女性部のお仕事をする際
には、いつも笑顔を絶やさず、太陽のように輝いていたいと思いました。
楽しい講義に時間を忘れ、あっという間に終了時間となりましたが、最後にピン子学長からサプライズ。学長への
花束贈呈となり、ピン子学長は受け取った花束を手に、「今日お誕生日の人、手を挙げて。」と会場に呼び
掛けられたのです。手を挙げられた中の一人をステージ前に呼ばれ、ご自身が受け取った花束を手渡さ
れました。学長のとても素敵な振る舞いに皆さん拍手喝采でした。こんな心配りのできる方だから、
みんなに愛され活躍できるのでしょうね。私もしっかり見習っていきたいと思います！　　　
楽しい講義も終わり、皆さん女子学生を卒業です。バスに乗り込んで修了証とプレゼントのオリー
ブ美肌水を受け取り、この2日間の出来事を振り返りながら、ゆっくりとした最後の時間を過ごされ、
各バス停で別れを惜しみながら帰路につかれました。　　
今回初めて「めだか大学」に同行させていただき、女性部の皆さんと色々なお話をさせていただきま
した。私にとっては女性部の皆さんからいただいた一言ひとことが本当に勉強になり、また、勇気づけられ
るものでもありました。注意が行き届かず、ご迷惑をおかけしたこともあったと思いますが、初めての2日間の添乗
を無事に終えることが出来たのも、今回参加していただいた皆さんのおかげと深く感謝しております。本当にあり
がとうございました。また、ご一緒させて頂くこともあるかと思いますが、これからも、よろしくお願いいたします！

　 1月14日㈭、経済部 2階料理研修室において、
女性部料理研究グループで料理をしました。海
鮮丼や蓮餅汁など、計 4品を作成しました。料

理が出来あがる
過程でそれぞれ
の料理のコツを
教えあい、おい
しい家庭料理の
レシピが増えま
した。

　 1月14日㈭、経済部 2階料理研修室において、
女性部料理研究グループで料理をしました。海
鮮丼や蓮餅汁など、計 4品を作成しました。料

理が出来あがる
過程でそれぞれ
の料理のコツを
教えあい、おい
しい家庭料理の
レシピが増えま
した。
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2
月
19
日
（
金
）
、
本
所
4
階
ホ
ー
ル
に
て
約
80
名
の
女

性
部
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
家
の
光
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

女
性
部
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
の
挨
拶
、

祝
電
披
露
、
普
及
・
文
化
活
動
功
労
者
な
ら
び
に
優
良
団
体

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
の
光
活
用
体
験
発
表
で
は
、
海
土
路
女
性
部
の
村
本
操

さ
ん
が
発
表
さ
れ
、
『
家
の
光
』
は
平
成
27
年
5
月
号
で
創

刊
90
周
年
を
迎
え
、
村
本
さ
ん
は
数
十
年
前
に
家
の
光
継
読

50
年
の
お
祝
い
と
し
て
「
ネ
ー
ム
入
り
手
提
げ
袋
」
を
受
け

取
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
も
子
供
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
毎

号
楽
し
み
に
読
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
様
々

な
記
事
を
数
多
く
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
平
成
27
年
9
月
号
の
記
事
で
、
約
55
年
前

に
大
変
な
く
ら
し
を
さ
れ
て
い
た
頃
の
体
験
文
集
に
つ
い
て
、

ご
自
身
が
嫁
い
で
来
ら
れ
た
頃
と
重
な
り
大
変
感
動
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
現
在
で
は
何
も
か
も
が
機
械
化
さ
れ
、
昔
に
比

べ
て
大
変
優
雅
で
楽
な
暮
ら
し
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

付
録
に
つ
い
て
も
、
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
・
体
力
づ
く

り
、
常
備
薬
、
家
計
簿
な
ど
大
変
参
考
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
所
に
賢
く
暮
ら
す
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
て
助
か
る
そ
う
で

す
。
ま
た
毎
号
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
家
庭
菜
園
の
頁
は
、

切
り
取
っ
て
フ
ァ
イ
ル
に
挟
み
、
必
要
に
応
じ
て
開
い
て
は

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
『
家
の
光
』
創
刊

1
0
0
周
年
に
向
け
、
皆
さ
ん
に
多
い
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
記
事
作
り
を
祈
願
さ
れ
発
表
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
を
行
い
、
J
A
女
性
部

の
歌
「
明
日　

輝
く
た
め
に
」
を
元
気
に
斉
唱
し
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 第第第

111111
回
家
の
光
大
会

家
の
光
大
会

11
回 

家
の
光
大
会

第
11
回 

家
の
光
大
会
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2
月
19
日
（
金
）
、
本
所
4
階
ホ
ー
ル

に
て
「
第
26
回　

文
化
講
演
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

講
師
に
山
口
大
学
名
誉
教
授
・
阿
知
須

同
仁
病
院
医
師　

松
田
昌
子
氏
を
お
迎
え

し
て
、
「
生
活
習
慣
予
防
対
策
、
性
差
医

療
に
基
づ
い
た
医
療
の
意
義
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
田
先
生
は
、
専
門
の
循
環
器
・
呼
吸
器
内
科
医
と
し
て
の
経
験
や
技
術
を
活

か
し
、
女
性
特
有
の
疾
患
に
も
対
応
さ
れ
、
2
0
0
3
年
に
開
設
さ
れ
た
「
女
性

診
療
外
来
」
で
は
す
べ
て
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し
、
き
め
細
や
か
な
医
療
を
行

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
中
、
山
口
き
ら
め
き
財

団
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
幅
広
い
活

動
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
生
活
習
慣

病
」
と
い
う
と
て
も
身
近
な
問
題
が
演
題

の
た
め
、
と
て
も
興
味
深
く
、
う
な
ず
き

な
が
ら
講
演
を
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
健
康

寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
予
防
対
策

・
煙
草
を
吸
わ
な
い

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

・
適
度
な
運
動

・
ガ
ン
検
診
を
受
け
る

・
女
性
の
閉
経
後
は
要
注
意

以
上
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

第第第
2226666
回
文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

26
回 

文
化
講
演
会

第
26
回 

文
化
講
演
会
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松田昌子　氏
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１．採 用 職 種
２．採 用 人 数
３．募集対象者
４．応 募 方 法

５．選 考 方 法
６．入組後の待遇

渉外業務
若干名
４年制大学・短期大学・専門学校を平成29年3月に卒業見込みの方
採用試験を希望される方は｢マイナビ2017｣より、まずはエントリーをお願いいたします。
エントリーをされた方には、採用情報を「マイナビ2017」でご案内いたします。
・ＪＡ岩国市ホームページ（採用情報）　http://www.ja-iwakunishi.or.jp
筆記試験、小論文、適性検査、面接
○初　任　給　 4 年制大学卒　167,790円（平成27年度実績）
　　　　　　　短 大 卒 等　155,670円（平成27年度実績）
○昇　　　給　年 1回
○臨時手当等　夏季手当、年末手当、賞与の年 3回（平成27年度実績）
○諸　手　当　渉外手当、通勤手当、住宅手当、家族手当、超過勤務手当　等
※平成28年度採用枠拡大により引き続き募集を継続しています。
　詳しくは総務部 人事教育課：（0827）21－2137までご連絡ください。

平成29年度　新採用　職員募集

　毎年恒例の行事となっています「山口みかん」の贈呈
は、ＪＡグループ山口が県民の皆さんへ新鮮で安全・安
心な農畜産物の安定供給をはじめ、美しい自然や環境を
守るためのさまざまな活動の一環として、また、地産地消
運動の促進を目的として平成16年度より行っております。
　今年も、県内のみかん栽培農家がまごころを込めて生
産した「山口みかん」を、平成27年12月10日（木）に管
内の老人福祉施設 6か所に贈呈いたしました。
　後日いただいたお礼のお電話やお手紙からは、皆さん
に喜んで食べていただいた様子が伺えました。
　ＪＡグループ山口では、これからも県民の皆さんに新
鮮で安全・安心な農畜産物をお届けしてまいります。

「山口みかん」の贈呈相談会開催のお知らせ相談会開催のお知らせ

お気軽に
お越しください。
お待ちしています！

　4月5日(火)　営　業　課
　6月7日(火)　岩 国 支 所
　7月5日(火)　川 下 支 所
　8月2日(火)　愛 宕 支 所

年金無料相談会
9：00～15：00

　

今
年
も
当
組
合
の
法
定
監
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
全
国
監

査
機
構
山
口
県
監
査
部
が
無
作
為
に
抽
出
し
た
お
取
引
先
へ
、
貸
出
金

の
残
高
確
認
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

確
認
書
を
受
け
取
ら
れ
た
お
客
さ
ま
は
残
高
の
確
認
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
署
名
押
印
の
う
え
、
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
山
口
県
監
査
部
ま
で
ご
返
送
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
岩
国
市　
本
所
監
査
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
２
７
│

２
３
│

０
８
２
５

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条
の 5 ）および農協法施行規則（第81条）に基づき、また、第39回ＪＡ山
口県大会決議を実践するため、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為
に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を求めています。
当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いた
りした事柄があれば電話または封書にて下記宛にご連絡くださいますよ
うお願いいたします。

岩国市農業協同組合　監事会
　
連絡先：住　　所　〒740-0022　岩国市山手町1－14－5
　　　　電話番号　0827－21－2137
　　　　受付監事　常勤監事　﨑本　穆壯　宛
　　　　お電話の場合は、営業日の 9時～17時にお願いいたします。
※当組合の業務に関する一般的な苦情等については、別途窓口を設置し
ておりますので、そちらをご利用ください。

※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のもの
は受け付けいたしかねますので、予めご了承ください。

【一般苦情等相談窓口】
　本所営業課および各支所の次長・次長代理

外
部
確
認
実
施
に
つ
い
て
の
お
願
い

「組合員からの情報提供窓口」のご案内
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第68期　

JA岩国市通常総代会開催のお知らせ
日時：平成28年 6月25日㈯
　　　　受付／12：00～
　　　　開会／13：00～
場所：ＪＡ岩国市　本所4階ホール

役員改選について

役員選出区

岩 国 地 区
麻里布地区
川 下 地 区
愛 宕 地 区
灘 地 区
柱 島 地 区

理　事
3人
4人
3人
3人
4人
1人
18人

監　事

1人

1人

2人

管轄支所

岩国支所、平田支所
本所 営業課、東支所

川下支所
愛宕支所

灘支所、海土路支所
本所 営業課

役員候補者数
地区選出役員定数

理　事
1人

女性枠理事
2人

監　事
1人

員外監事
1人

理事会選出役員定数

　現在の役員は、第68期通常総代会で任
期満了となることから、組合員の皆さま
に役員改選についての日程等を下記の通
りお知らせいたします。
　なお、地区選出および理事会選出によ
る役員候補者定数は左表のとおりです。
詳しくは最寄りの本所営業課および各支
所にお問い合わせください。

記

◆地区選出役員候補者の投票期日の通知・
掲示日
　　 5月11日㈬
◆地区選出役員候補者の立候補・推薦の
届出期間
　　 5月11日㈬　 9：00より
　　 5月16日㈪　17：00まで
　　受付場所／本所営業課及び各支所
◆地区選出役員候補者の投票期日
　　 5月22日㈰
　　投票時間／ 7：00～17：00
　　　※ただし柱島地区は 7：00～16：00
　　投票場所／
　　　本所、各支所および柱島購買店舗

　

2
月
10
日
（
水
）
尾
津
町
の
農
協
れ
ん
こ
ん
体
験
ほ
場

に
て
、
一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
「
岩
国
れ
ん
こ
ん
」

掘
り
取
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
陽
気
の
中

で
の
掘
り
取
り
体
験
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
一
般
消
費
者

20
名
と
、
岩
国
米
軍
基
地
関
係
者
家
族
16
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
今
日
は
た
く
さ
ん
掘
る
ぞ
ー
!!
」

と
始
ま
る
前
か
ら
気
合
十
分
で
し
た
。

ほ
場
前
で
れ
ん
こ
ん
農
家
の
方
か
ら
簡
単
な
説
明
を
受
け
た
後
、
ハ
ス
田
の
中
へ
と
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。

「
こ
こ
に
来
て
み
ん
さ
い
！
こ
の
下
に
れ
ん
こ
ん
が
う
ま
っ
ち
ょ
る
け
ぇ
！
」

と
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
中
、
一
般
消

費
者
の
方
々
は
掘
り
上
げ
た
れ
ん
こ
ん
を
見
て
、

「
う
わ
！
大
き
い
れ
ん
こ
ん
じ
ゃ
!!
」

米
軍
基
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
、

「T
hat’s great!!

」

と
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
常
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
掘
り

取
り
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
れ
ん
こ
ん
掘
り
に

熱
中
し
、
ハ
ス
田
に
は
ま
っ

て
動
け
な
く
な
る
方
も
お
り
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
皆
さ

ん
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
1
時
間
ほ
ど
の
作
業
で

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
約

3
0
0
㎏
の
れ
ん
こ
ん
を
収

穫
し
、
帰
り
に
は
両
手
で
抱

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
山
盛
り

の
れ
ん
こ
ん
を
お
土
産
に
、

大
満
足
！
と
い
っ
た
様
子
で

し
た
。

一
般
消
費
者

　

「
岩
国
れ
ん
こ
ん
」
掘
り
取
り
体
験

一
般
消
費
者

　

「
岩
国
れ
ん
こ
ん
」
掘
り
取
り
体
験
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家
庭
菜
園

■
エ
ダ
マ
メ
（
マ
メ
科
）

◇
播
種
時
期〈
図
１
〉

　

四
月
下
旬

　
　
　

〜
五
月
下
旬

◇
栽
培
の
注
意
点

①　

マ
メ
科
の
野
菜

な
の
で
連
作
を
避

け
、
三
〜
四
年
あ

け
る
こ
と
。

②　

カ
メ
ム
シ
等
が

開
花
期
に
発
生
す

る
と
、
収
量
が
落

ち
る
の
で
注
意
す

る
こ
と
。

③　

雑
草
は
害
虫
の

越
冬
場
所
と
な
る

の
で
、
念
入
り
に

除
草
す
る
こ
と
。

◇
苗
づ
く
り〈
図
２
〉

　

直
播
で
も
よ
い
の

で
す
が
、
鳥
害
や
雑

草
害
を
防
ぐ
た
め
一

般
的
に
は
本
葉
が
出

始
め
る
ま
で
育
苗
し

農作物の病害虫に対する
農薬の検索システムのご案内

　上記システムについては、経済部に
おいて既に導入済であったものが、支
所のパソコンにおいても検索できるよ
うになりました。
　各支所のパソコンから職員が操作し
てお調べいたしますので、お気軽にご
相談いただきますよう、宜しくお願い
いたします。

ま
す
。

　

地
床
や
育
苗
箱

で
は
、
四
〜
五
㎝

間
隔
に
均
一
に
す

じ
播
き
し
て
一
㎝

く
ら
い
覆
土
し
、

十
分
に
か
ん
水
を

し
ま
す
。

◇
畑
の
準
備
・
畝

づ
く
り〈
図
３
〉

　

日
当
た
り
、
排

水
の
良
い
場
所
を

選
び
ま
す
。

一
㎡
当
た
り
に
堆

肥
を
二
㎏
、
苦
土

石
灰
を
一
〇
〇
ｇ
、

有
機
化
成
Ａ
８
０

１
を
、
五
十
〜
七

十
ｇ
施
用
し
、
よ

く
耕
し
て
お
き
ま

す
。

　

畝
幅
は
九
十
㎝
、

二
条
植
え
で
株
間

二
十
㎝
、
条
間
四
〇
㎝
と
し
ま
す
。

◇
植
付
け〈
図
４
〉

　

本
葉
一
〜
一
．
五
枚
の
頃
に
植
え
付
け
を

し
ま
す
。
苗
の
根
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

の
で
、
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
扱
い

ま
し
ょ
う
。
根
を
傷
つ
け
る
と
、
病
気
に

な
っ
た
り
、

枯
れ
て
し

ま
う
こ
と

が
あ
り
ま

す
。

定
植
は
、

苗
の
子
葉

付
近
ま
で

土
に
埋
め

周
り
の
土
を
軽
く
押
さ
え
ま
す
。

◇
追
肥
・
管
理

　

活
着
後
は
潅
水
を
控
え
、
十
四
日
後
頃
に

倒
伏
防
止
と
除
草
を
兼
ね
て
土
寄
せ
を
し
ま

す
。
ま
た
、
追
肥
は
、
複
葉
の
第
四
葉
の
展

開
時
期
と
開
花
時
期
と
に
分
け
て
施
用
す
る
。

追
肥
は
１
㎡
あ
た
り
化
成
肥
料
二
〇
ｇ
を
株

間
に
施
用
す
る
。
本
葉
５
枚
時
に
摘
心
す
る

と
倒
伏
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
開
花
期
か
ら

子
実
肥
大
期
に
乾
燥
す
る
と
減
収
と
な
る
の

で
潅
水
に
は
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
収
穫

　

エ
ダ
マ
メ
は
種
播
き
し
て
か
ら
八
十
日
〜

九
十
日
後
、
開
花
し
て
四
十
日
〜
五
十
日
後

が
収
穫
期
と
な
り
ま
す
。
さ
や
の
色
が
鮮
や

か
な
緑
に
な
り
、
豆
粒
が
ふ
と
り
、
指
で
つ

ま
む
と
さ
や
か
ら
豆
が
飛
び
出
す
頃
が
収
穫

適
期
で
す
。
収
穫
適
期
は
三
〜
七
日
と
短
く

短
く
、
そ
の
後
す
ぐ
に
豆
が
硬
く
な
り
品
質

も
落
ち
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
病
害
虫
防
除

　

夏
〜
晩
秋
は

カ
メ
ム
シ
や
さ

び
病
等
の
病
害

虫
。
四
月
〜
一

〇
月
は
ヨ
ト
ウ

ム
シ
等
の
幼
虫

に
よ
る
葉
の
食

害
が
多
い
の
で

定
期
的
に
農
薬

を
散
布
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

40

90

20

《図４》

《図３》 《図２》

《図１》

《病害虫防除》

病害虫名
ネキリムシ類
カメムシ類
アブラムシ
さび病

ダイアジノン粒剤５

ダントツ水溶剤

カリグリーン

４～６g/㎡

2,000～4,000倍

800倍

使用薬剤名 使用量

???
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■
異　
　

動

《
総
務
部
部
長
兼
総
務
部
総
務
課
課
長
》

井
上　

寿
隆

　
（
金
融
部
部
長
兼
金
融
部
運
用
課
課
長
）

《
経
営
改
革
推
進
室
室
長
》

岡
﨑　

信
之

　
（
総
務
部
部
長
兼
総
務
部
総
務
課
課
長
）

《
金
融
部
部
長
兼
金
融
部
運
用
課
課
長
》

田
中　

勝
利

　
（
愛
宕
支
所
支
所
長
）

《
愛
宕
支
所
支
所
長
》

藤
田　
　

茂

　
（
本
所
営
業
課
課
長
）

《
本
所
営
業
課
課
長
》

谷
本　

慶
三

　
（
灘
支
所
支
所
長
）

《
岩
国
支
所
支
所
長
》

松
尾　

誠
治

　
（
平
田
支
所
支
所
長
）

《
金
融
部
共
済
課
課
長
》

松
林　

洋
志

　
（
海
土
路
支
所
支
所
長
）

《
平
田
支
所
支
所
長
》

小
林　

健
児

　
（
金
融
部
共
済
課
課
長
）

《
海
土
路
支
所
支
所
長
》

善
村　
　

健

　
（
金
融
部
金
融
推
進
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長
）

《
灘
支
所
支
所
長
》

河
本　

慎
治

　
（
岩
国
支
所
支
所
長
）

《
企
画
管
理
部
電
算
課
次
長
》

東
屋　

一
隆

　
（
本
所
営
業
課
次
長
）

《
企
画
管
理
部
企
画
管
理
課
次
長
》

石
川　

幸
一

（
本
所
営
業
課
次
長
）

Ｊ
Ａ
山
口
厚
生
連   

保
健
師
　
吉
村
千
津
子

厚
生
労
働
省
は
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
健
康
日
本
21
」
の
中
で
野
菜
を
1
日
3
5

0
ｇ
以
上
食
べ
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
20
歳
以
上
の
人
の
１
日
の
野
菜
摂
取

量
は
平
均
約
2
8
0
ｇ
で
目
標
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。
野
菜
の
3
5
0
ｇ
の
目
安
量
は
、
握

り
こ
ぶ
し
5
〜
6
つ
分
に
当
た
り
ま
す
が
皆
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
野
菜
を
食
べ
る
メ
リ
ッ
ト
と
上
手
に

野
菜
を
摂
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

★
野
菜
を
食
べ
る
と
こ
ん
な
良
い
こ
と
が
！
★

・
色
の
濃
い
野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま

れ
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
抗
酸
化
作
用
が
あ
り

ま
す
。

・
食
物
繊
維
と
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
を
１
回

の
食
事
で
あ
わ
せ
て
摂
る
と
体
の
中
の
余
分
な

塩
分
を
尿
中
に
出
す
作
用
が
あ
る
為
、
高
血
圧

予
防
も
期
待
で
き
ま
す
。

・
食
物
繊
維
は
排
便
を
助
け
、
お
腹
の
調
子
を
整

え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
が

あ
る
為
、
肥
満
や
糖
尿
病
の
予
防
も
期
待
で
き

ま
す
。

・
し
っ
か
り
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
脳
の
働
き
を
良

く
し
、
認
知
症
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
胃
や
小
腸
に
入
る
速
さ
も
ゆ
っ
く
り
と
な
り
、

満
腹
感
も
得
ら
れ
や
す
く
食
べ
す
ぎ
を
防
ぎ
ま

す
。

★
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
方
法
★

①
「
ゆ
で
る
」
「
煮
る
」
「
温
め
る
」
「
蒸
す
」

「
炒
め
る
」
な
ど
の
調
理
方
法
で
、
か
さ
を
減

ら
し
て
食
べ
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
カ
ッ
ト
済
み
の
野
菜
は
、
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め

る
と
蒸
し
野
菜
と
し
て
食
べ
ら
れ
ビ
タ
ミ
ン
類

も
損
な
わ
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
味
噌

汁
に
入
れ
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

③
最
近
の
冷
凍
野
菜
は
、
栄
養
価
が
高
く
種
類
も

多
く
あ
り
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
や
仕
事
の
忙
し

い
人
は
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
は
、
加
工
処
理
に
よ
っ
て
食
物

繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有
量
が
減
る
た
め
、

補
助
的
な
も
の
と
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
糖

質
が
多
め
の
商
品
も
あ
る
の
で
成
分
表
示
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
食
の
際
は
、
単
品
料
理
で
は
野
菜
不
足
に
な

り
や
す
い
た
め
定
食
を
選
ん
だ
り
、
お
浸
し
な

ど
の
小
鉢
や
野
菜
サ
ラ
ダ
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ラ
ー
メ
ン
を
野
菜
ラ
ー
メ
ン
に
変
え
た

り
、
み
そ
汁
も
豚
汁
や
け
ん
ち
ん
汁
を
選
ぶ
な
ど

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
摂
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。日

本
で
は
昔
か
ら
、
汁
物
に
肉
や
魚
、
豆
製
品

を
主
菜
と
し
野
菜
や
海
藻
、
き
の
こ
類
を
中
心
と

し
た
副
菜
二
品
を
組
み
合
わ
せ
る
一
汁
三
菜
と
い

う
食
事
の
そ
ろ
え
方
が
あ
り
ま
す
。
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
や
食
べ
や
す
い
食
材
に
偏
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
毎
回
の
食
事
で
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
取
り

混
ぜ
て
食
べ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

《　

》
内
は
新
任
・
（　

）
内
は
旧
任

平
成
28
年
3
月
7
日
付

平
成
28
年
4
月
1
日
付

■
人
事
異
動

《
東
支
所
次
長
》

米
広　

隆
幸

　
（
本
所
営
業
課
次
長
）

《
本
所
営
業
課
次
長
》

森　

俊
憲

（
金
融
部
審
査
課
次
長
）

■
異　
　

動

《
山
口
県
中
央
会
出
向（
総
務
部
総
務
課
付
）》

沖
中　

真
浩

　
（
企
画
管
理
部
企
画
管
理
課
課
長
兼
企
画
管
理
部
電
算
課
課
長
）

《
企
画
管
理
部
電
算
課
課
長
》

東
屋　

一
隆

　
（
企
画
管
理
部
電
算
課
次
長
）

《
企
画
管
理
部
企
画
管
理
課
課
長
》

石
川　

幸
一

　
（
企
画
管
理
部
企
画
管
理
課
次
長
）

《
金
融
部
金
融
推
進
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
》

鶴
田　

恵
子

　
（
川
下
支
所
次
長
）

《
金
融
部
金
融
推
進
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
》

村
本　
　

崇

　
（
金
融
部
審
査
課
次
長
代
理
）

《
海
土
路
支
所
次
長
》

細
川　

圭
介

　
（
海
土
路
支
所
次
長
代
理
）

《
海
土
路
支
所
次
長
》

國
清　

哲
也

　
（
海
土
路
支
所
次
長
代
理
）

《
灘
支
所
次
長
》

田
中　

明
男

　
（
灘
支
所
次
長
代
理
）

《
経
済
部
営
農
販
売
課
次
長
》

佐
々
木　

淳

（
経
済
部
営
農
販
売
課
次
長
代
理
）

野菜を食べよう！
１日に

握りこぶし５～６個分
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